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４
月
27
日
、
北
陸
新
幹
線
の
ル
ー

ト
を
検
討
す
る
政
府
の
与
党
整
備
新

幹
線
建
設
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
北
陸
新
幹
線
敦
賀
・
大
阪
間
整
備

検
討
委
員
会（
以
下
、「
検
討
委
員
会
」）

の
「
中
間
と
り
ま
と
め
」
が
発
表
さ

れ
、
国
の
整
備
に
係
る
調
査
対
象
と

北
陸
新
幹
線
延
伸
ル
ー
ト
の

現
状

都
市
が
し
っ
か
り
と
連
携
で
き
る
ル

ー
ト
に
す
る
こ
と
が
、
将
来
の
日
本

の
国
益
に
つ
な
が
り
ま
す
。

①
地
域
活
性
化
へ
の
貢
献

《
広
域
観
光
拠
点
と
し
て
の
発
展
》

約
30
万
人
の
人
口
を
擁
す
る
府

北
部
５
市
２
町
は
、
観
光
庁
に
認

定
さ
れ
た
「
海
の
京
都
観
光
圏
」

と
し
て
、
年
間
９
０
０
万
人
を
超

え
る
観
光
客
が
訪
れ
る
北
陸
新
幹

線
日
本
海
側
沿
線
で
最
大
の
観
光

圏
で
す
（
２
０
１
４
年
統
計
）。
ま

た
、
府
北
部
地
域
と
福
井
県
嶺
南

地
域
は
、
古
来
よ
り
一
体
的
に
発

展
し
て
き
た
歴
史
を
持
ち
、
国
土

交
通
大
臣
か
ら
広
域
観
光
周
遊
ル

ー
ト
「
美
の
伝
説
」
に
も
選
定
さ

府
北
部
ル
ー
ト
の

必
要
性
・
重
要
性

し
て
３
ル
ー
ト
〈
①
京
都
府
北
部
ル

ー
ト（
敦
賀
‐
小
浜
‐
舞
鶴
‐
京
都
）、

②
小
浜
・
京
都
ル
ー
ト
（
敦
賀
‐
小

浜
‐
京
都
）、
③
米
原
ル
ー
ト
（
敦
賀

‐
米
原
）〉
の
選
定
と
終
着
駅
が
新
大

阪
に
な
る
こ
と
が
決
定
。
関
西
国
際

空
港
へ
の
延
伸
は
、
今
後
の
協
議
事

項
と
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
国
土
交
通
省
が
整
備
選
定

の
判
断
に
必
要
な
調
査
（
調
査
対
象

ル
ー
ト
の
所
要
時
間
、
路
線
延
長
、

概
算
事
業
費
、
需
要
見
込
み
な
ど
）

を
約
半
年
間
程
度
か
け
て
実
施
予
定
。

調
査
内
容
に
つ
い
て
は
、
整
備
新
幹

線
が
公
共
事
業
方
式
（
国
と
地
方
が

費
用
負
担
）で
整
備
さ
れ
て
い
る
た
め
、

①
「
地
域
活
性
化
へ
の
貢
献
」

②
「
他
の
新
幹
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　 

と
の
接
続
に
よ
る
社
会
的
・

　  

経
済
的
意
義
」

③
「
費
用
対
効
果
の
計
算
で
計
る

  

　
こ
と
の
出
来
な
い
要
素
」

れ
て
い
ま
す
。
敦
賀
か
ら
小
浜
、

府
北
部
を
結
ぶ
北
陸
新
幹
線
府
北

部
ル
ー
ト
が
実
現
す
れ
ば
、
こ
の

地
域
が
「
広
域
観
光
の
拠
点
」
と

し
て
さ
ら
に
発
展
し
て
い
き
ま
す
。

《
産
業
地
帯
と
し
て
の
発
展
》

舞
鶴
市
を
含
む
府
北
部
５
市
２

町
は
、
年
間
６
，
４
０
０
億
円
規

模
の
製
造
品
出
荷
額
を
誇
り
、
北

陸
新
幹
線
日
本
海
側
沿
線
地
域
で
、

富
山
市
に
次
ぐ
豊
富
な
産
業
基
盤

を
有
す
る
エ
リ
ア
で
す
。
府
北
部

ル
ー
ト
の
実
現
で
、
こ
の
地
域
の

移
住
・
定
住
を
促
進
し
、
雇
用
の

拡
大
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
更
な

る
産
業
の
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

②
将
来
の
山
陰
新
幹
線
と
の

　
接
続
に
向
け
た
必
要
性

北
陸
新
幹
線
の
ル
ー
ト
は
、
日

本
全
体
の
発
展
を
見
据
え
、
将
来

の
山
陰
新
幹
線
の
整
備
と
の
接
続

を
視
野
に
入
れ
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
北
陸
新
幹
線
府
北
部
ル
ー
ト

は
、
山
陰
新
幹
線
と
の
接
続
を
考

え
る
と
、
最
も
近
道
で
建
設
コ
ス

ト
も
抑
え
る
こ
と
の
で
き
る
ル
ー

ト
に
な
り
ま
す
。

③
重
要
な
役
割
と
機
能
を

　
兼
ね
備
え
た
府
北
部
地
域

府
北
部
地
域
は
、
陸
・
海
・
空

自
衛
隊
基
地
や
米
軍
通
信
所
が
集

積
す
る
「
国
防
の
拠
点
」
で
、
第

八
管
区
海
上
保
安
本
部
、
海
上
保

安
学
校
の
あ
る
「
海
の
安
全
の
拠

の
３
項
目
に
つ
い
て
も
検
証
。
こ
の

調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
早
け
れ
ば
年

内
に
最
終
的
な
ル
ー
ト
が
決
定
さ
れ

る
見
込
み
で
す
。

整
備
新
幹
線
の
目
的
は
、「
新
幹

線
鉄
道
に
よ
る
全
国
的
な
鉄
道
網
の

整
備
を
図
り
、
も
っ
て
国
民
経
済
の

発
展
お
よ
び
国
民
生
活
領
域
の
拡
大

並
び
に
地
域
の
振
興
に
資
す
る
こ
と
」

と
「
全
国
新
幹
線
鉄
道
整
備
法
」
に

示
さ
れ
て
お
り
、
新
幹
線
ル
ー
ト
の

選
定
で
は
、
速
達
性
や
建
設
費
の
大

小
だ
け
を
議
論
す
る
の
で
は
な
く
、

将
来
の
日
本
の
あ
る
べ
き
姿
を
念
頭

に
置
い
て
、
日
本
の
重
要
な
地
域
と

地
域
を
結
ぶ
ル
ー
ト
に
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

併
せ
て
、
日
本
海
側
国
土
軸
を

形
成
し
、
日
本
海
側
と
太
平
洋
側
の

整
備
新
幹
線
の
役
割

点
」
で
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
災
害
に
強
い
京
都
舞
鶴

港
を
有
し
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に

お
け
る
「
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
機
能

（
※
）」
を
備
え
る
こ
の
地
域
は
、

災
害
時
に
お
け
る
支
援
拠
点
と
し

て
期
待
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
福
井
県
嶺
南
地
域
を

含
め
た
こ
の
一
帯
は
、
火
力
発
電

所
や
原
子
力
発
電
所
が
集
積
す
る

「
関
西
経
済
圏
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
拠

点
」
で
あ
り
、
こ
の
地
域
は
計
算

で
は
計
る
こ
と
の
で
き
な
い
役
割

と
機
能
を
持
つ
日
本
海
側
の
重
要

地
域
で
す
。
こ
の
地
域
が
北
陸
新

幹
線
で
全
国
の
主
要
都
市
と
結
ば

れ
、
さ
ら
に
発
展
し
て
い
く
こ
と

が
日
本
全
体
に
と
っ
て
も
有
意
義

な
こ
と
な
の
で
す
。

国
に
お
い
て
、
北
陸
新
幹
線
の
ル

ー
ト
が
決
定
さ
れ
よ
う
と
す
る
今
、

こ
の
地
域
に
新
幹
線
が
整
備
さ
れ
る

可
能
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
京
都

府
北
部
５
市
２
町
が
一
丸
と
な
り
、

こ
の
地
域
が
日
本
に
と
っ
て
重
要
な

地
域
で
あ
る
こ
と
を
国
に
訴
え
、
北

陸
新
幹
線
京
都
府
北
部
ル
ー
ト
の
実

現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
も
こ
の
取

り
組
み
を
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。

地
域
の
力
で
北
陸
新
幹
線
を

京
都
府
北
部
へ

地
域
の
力
で
北
陸
新
幹
線

　
　
　
府
北
部
ル
ー
ト
の
誘
致
実
現
へ

日
本
海
側
の
主
要
都
市
を
結
び
、
日
本
海
側
国
土
軸
の
形
成
で
均
衡
あ
る
発
展
を
促
進
す
る
た
め
の
重
要
な
国
家
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
北
陸
新
幹
線
。
現
在
、
そ
の
ル
ー
ト
決
定
に
京
都
府
北
部
地
域
を
経
由
す
る
ル
ー
ト
が
有
力
な
候
補
に

選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
シ
リ
ー
ズ
市
政
の
「
今
」。
第
31
回
は
、
経
済
波
及
効
果
な
ど
府
北
部
エ
リ
ア
へ
極
め
て
大
き
な

公
益
を
も
た
ら
す
北
陸
新
幹
線
府
北
部
ル
ー
ト
の
必
要
性
と
誘
致
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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京都府北部におけるこれまでの取り組みと経過
昭和48年 舞鶴市、福知山市、綾部市、宮津市の４市議長が、京都府、府議会、国鉄へ京都

府北部を経由するルートを要望
平成27年４月 舞鶴市、福知山市、綾部市、宮津市、京丹後市、伊根町、与謝野町が、連携して地

域活性化を目指す「京都府北部地域連携都市圏形成推進」を宣言
平成27年10月 舞鶴市議会が京都府北部地域連携都市圏を経由する北陸新幹線の「京都府

北部ルート」の早期実現を求める要望を決議
平成27年12月 ◇京都府議会が、「京都舞鶴港－観光都市京都－関西国際空港」を結ぶ新幹

線ルートの早期実現を求める意見書を決議 
◇福知山市、綾部市、宮津市、京丹後市、伊根町、与謝野町の議会が「京都府北
部ルート」の早期実現を求める要望を決議

平成28年１月 京都府北部５市２町首長・議長が、京都府知事へ「京都府北部ルート」の早期実
現を求める要望を提出

平成28年２月 ◇京都府北部５市２町首長・議長が、国等に「京都府北部ルート」の早期実現を
求める要望を提出

◇検討委員会が、京都府・京都市に対してヒアリングを実施。京都府及び京都
市は「京都府北部ルート」を求める意向を表明。

平成28年３月 京都府北部５市２町の行政、議会、商工団体、観光団体が、京都府北部ルート誘
致促進同盟会を設立。総決起大会を開催。

平成28年４月 検討委員会が「中間とりまとめ」を発表。京都府北部ルートが国の調査対象ルー
トのひとつに選定

▲谷垣禎一・自民党幹事長へ要望書を提出（５月11日）

▲山田啓二・京都府知事へ要望書を提出（１月19日）

▲総決起大会で新幹線誘致に向けて団結（３月５日）

※リダンダンシー機能…自然災害等発生時に備え、あらかじめライフライン施設などの
代替機能を用意すること

北陸新幹線京都府北部ルート

【京都府北部５市２町のポテンシャル】

都市
人口総数

（2015）（人）
製造品出荷額

（2014）（百万円）
観光入込客数
（2014）（千人）

５市２町 293,645 639,931 9,094

富山市 416,819 1,166,133 6,429

金沢市 463,867 418,407 8,442

福井市 262,004 362,694 3,099

敦賀市 66,187 118,196 1,818

小浜市 29,673 34,666 1,673
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